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令和３年度神奈川県立三ツ境養護学校における学校運営協議会開催結果 

 

 本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。 

審議会等名称 神奈川県立三ツ境養護学校 第 1 回学校運営協議会 

開 催 日 時 令和３年５月 27 日（木） 

開 催 場 所 神奈川県立三ツ境養護学校 会議室 

出 席 者 
運営協議会委員７名（本校校長を含む） 

事務局教職員 12 名 （管理職、事務長、総括教諭、教諭等） 

次回開催予定日 令和３年７月 29 日（木） 

問 合 わ せ 先 教頭 松本 寛真  電話 045-365-3711 

下 欄 に 掲 載 

す る も の 
議事録 

議事概要とした

理由 
 

 

 

〇会議経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇開会 

１ 学校長挨拶 

・出席御礼。今年度は切れ目ない支援部会を深めるため 4 回の設定。 

２ 会長挨拶 

  ・地域の中での学校の役割について、意見をいただきながら切れ目ない支援部会を

深めていきたい。 

３ 協議会委員・参加職員自己紹介 

４ 学校運営の基本方針について（校長） 

令和 3 年度グランドデザイン説明   

・50 周年の年、学校を考える、地域を知る、ということを各学部の学習の中で取り組む。今

を立ち位置にしながら未来を考えていく機会にする。 

・学校教育目標の 5 つの視点に沿ったキーワードは「からだ」「こころ」「コミュニケーション」

「社会性」「生活技術」 

・関連する部署でつながるため、プロジェクトを立ち上げている。（ＣＳＴは児童生徒を取り

巻く関係者で幅広く検討するための組織。） 

〇 学校評価部会 

１ 令和 2 年度学校評価結果、令和 3 年度学校評価の目標設定について（副校長） 

・さらに発信に力を入れたいと考えている。 

２ 各学部、分教室の取組の紹介  

・令和 2 年度卒業生進路状況について 

３ 質疑応答 

 ・学部の取組が、学校評価報告書のどの目標につながっているかが分かりやすくなるとよ

い。 

 ・ＩＣＴのモバイルルーター活用について実施回数はどのくらいなのか。→遠隔授業の

取組として訪問教育で週１～月１の活用予定。まずは 1 学期中に実施開始できること

を目指している。 

・ＰＴは知的障害教育部門にどのように関わっているか。→姿勢づくり、体幹トレーニング、

姿勢保持のすべり止め活用、手先の使いやすさなどを一緒に検討している。 

〇 切れ目ない支援部会  

１ 切れ目ない支援部会の運営の方向性について（教頭） 

・児童生徒の学びの場を外に求めていきながら、地域の活性化に学校も役立ちたい。
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ボッチャ・パラスポーツは一つのツール。  

２ 質疑応答・意見交換 

・イベントではなく日常でのつながりが大事。 

・一緒に活動する、人と人とのやり取りを心がける。十分やっていることではあるが、で

きているところ、課題のところを振り返っていく。  

・この地域ならではの特色を整理し、課題の解消に向けてパラスポーツが使えるのかどうか

も検討していく。                                 

以上  

会 議 資 料 

・令和３年度 三ツ境養護学校 第１回学校運営協議会議 開催要項 

・令和３年度 学校運営協議会委員名簿、本校参加者名簿 

・令和２年度 学校評価報告書 実施結果 

・令和３年度 グランドデザイン 

・学校教育計画（令和２年度～令和５年度） 

・令和３年度 学校評価報告書 目標設定 

・令和２年度卒業生進路状況について 

・三ツ境養護学校 学校運営協議会「切れ目ない支援部会」の方向性について 

 


